
 

第
三
回
定
例
会
に
お
け
る
議
案
内
容 

  

平
成
二
四
年
九
月
二
五
日
か
ら
十
月
二
六
日
ま
で
第
三
回

区
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
二
億
一
九
一
九
万
円
に
上
る
一
般
会
計
の
補
正
予
算

が
組
ま
れ
ま
し
た
。
主
な
歳
出
増
の
予
算
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
目
立
つ
の
も
の
と
し
て
は
、
環
境
を
よ
く
す
る
運
動

関
係
費
と
し
て
組
ま
れ
た
、
歩
行
喫
煙
を
し
て
い
る
方
々
を

た
ば
こ
ポ
イ
捨
条
例
に
基
づ
き
注
意
す
る
経
費(

歩
行
喫
煙

等
防
止
に
係
る
指
導
業
務
委
託
料)

五
二
四
二
千
円
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
迷
惑
と
な
る
空
き
家
や
老
朽
家
屋
を

調
査
す
る
た
め
の
委
託
費
用
六
二
〇
三
千
円
も
計
上
し
て
い

ま
す
。 

 

そ
の
ほ
か
の
議
案
と
し
て
、
①
江
戸
川
区
新
川
さ
く
ら
館

の
設
置
、
②
、
江
戸
川
区
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
③
江
戸
川
区
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
④
江
戸
川
区
立
希
望
の
家
の
指
定
管
理
者
に(

社)

東

京
都
知
的
障
害
者
育
成
会
が
決
定
、
⑤
区
立
中
央
図
書
館
・

鹿

骨

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
ー
図
書
館
・

葛

西
・
西

葛

西
・

東
葛
西
図
書
館
・

清

新

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
ー
図
書
館
の

指

定

管

理

者

が

(

株)

図
書
館
流
通

セ

ン

タ

ー

に

決

定
、
⑥
篠
崎
公
益

複
合
施
設
・
篠
崎

図
書
館
・
篠
崎
子

ど
も
図
書
館
の
指

定
管
理
者
が
篠
崎

S
A

パ

ブ

リ

ッ

ク

サ
ー
ビ
ス
に
決
定 

等
が
成
立
し
ま
し

た
。 

 
 

  

 
 第
三
回
定
例
会
期
間
中
、
十
月
一
日
か
ら
一
七
日
ま
で
決
算
特

別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
三
年
度
決
算
の
審
議
を
集
中

し
て
行
い
ま
し
た
。
私
も
そ
の
委
員
会
の
委
員
と
し
て
参
加

し
、
平
成
二
五
年
度
予
算
に
向
け
て
区
議
会
自
民
党
代
表
し
て

盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
要
望
事
項
を
発
表
し
ま
し
た
。 

  
[

主
な
要
望
内
容]

抜
粋 

施
策
要
望
の
一
部
で
す
。 

 

○
災
時
の
受
援
体
制
の
想
定
に
つ
い
て 

多
く
の
職
員
が
被
災
地
で
真
剣
に
復
興
に
尽
力
さ
れ
た
事
実
を

高
く
評
価
す
る
と
同
時
に
、
被
災
地
で
の
経
験
を
活
か
し
、
発

災
時
の
本
区
に
お
け
る
受
援
体
制
の
想
定
を
検
討
す
る
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。 

○
子
ど
も
未
来
館
に
つ
い
て 

子
ど
も
未
来
館
の
平
日
の
有
効
活
用
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
り 

ま
す
。
近
隣
小
学
校
・
地
域
等
と
よ
り
一
層
連
携
を
は
か
り
、 

さ
ら
な
る
活
用
を
要
望
し
ま
す
。 

 

○
生
活
一
時
資
金
に
つ
い
て 

生
活
一
時
金
貸
付
事
業
に
お
い
て
は
、
不
能
欠
損
や
収
入
未
済

額
が
多
い
の
で
、
貸
付
時
の
事
前
の
連
帯
保
証
人
へ
の
保
証
意

思
の
確
認
等
の
徹
底
を
要
望
し
ま
す
。

。 

○
都
市
の
農
地
に
つ
い
て 

色
々
な
多
面
性
を
持
つ
区
内
の
都
市
農
地
が
減
少
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
更
な
る
施
策
展
開
を
要
望
し
ま
す
。 

○
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て 

犯
罪
の
抑
止
力
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
未
設
置
の
駅
前
商
店

街
に
も
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。 
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平成24年度第３回定例会の報告   

区議会自民党を代表して 決算特別委員会にて本区の施策に対して要望  

第三回定例会補正予算の主な内容（単位：千円） 

環境費 環境をよくする運動経費 歩行喫煙防止に係る

指導業務委託料 など 
    5,242 

区民生活費 野村・立井国際交流基金積立金 など    10,100 

福祉費 希望の家整備費・難病患者福祉手当支給費 

熟年ふれあいセンター運営費 など 
  128,134 

健康費 国民健康保険事業特別会計への繰出金    15,831 

都市開発費 密集住宅市街地整備促進事業推進費 
建築指導費老朽家屋・空き家対策業務委託料な

ど 

  186,199 

諸支出金 国庫支出金受入超過額返納金  497,460 

 

決算特別委員会の風景 



○
放
射
線
測
定
に
つ
い
て 

福
島
原
発
の
事
故
以
来1

年
半
、
放
射
線
被
害
は
収
束
の
方
向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
あ
る
と
は
言
え
、
区
民
の
中
に
は
過
敏
な
方
の
み
な
ら
ず
、 

低
線
量
被
爆
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
長
期
に 

亘
っ
て
継
続
的
な
放
射
線
測
定
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
が
示 

す
指
針
は
尊
重
し
つ
つ
も
区
民
の
不
安
に
応
え
る
意
味
で
、
今 

後
と
も
適
切
に
対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

○
ガ
ン
検
診
に
つ
い
て 

ガ
ン
の
早
期
発
見
早
期
治
療
は
、
生
存
率
の
向
上
、
医
療
費
の 

抑
制
に
も
繋
が
り
ま
す
。
ガ
ン
検
診
の
受
診
率
目
標30

％
を
掲 

げ
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。 

○
口
腔
保
険
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

地
域
の
歯
科
医
療
の
重
要
な
施
設
で
あ
る
口
腔
保
険
セ
ン
タ
ー 

も
設
立
以
来8

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
区
民
の
地
域
歯
科
医 

療
の
期
待
に
応
え
て
い
た
だ
く
為
に
も
、
機
器
の
更
新
や
、
新 

規
機
材
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
支
援
を
要
望
し
ま
す
。 

○
介
護
基
盤
の
充
実
に
つ
い
て 

都
市
部
に
お
け
る
介
護
施
設
の
用
地
確
保
が
困
難
な
状
況
に 

あ
っ
て
、
地
域
密
着
型
小
規
模
施
設
の
配
置
と
は
逆
に
、
今 

後
、
容
積
率
建
蔽
率
の
緩
和
や
、
将
来
学
校
統
廃
合
の
跡
地
を 

利
用
す
る
こ
と
も
前
提
と
し
て
多
機
能
施
設
を
集
約
し
た
大
型 

介
護
福
祉
施
設
を
誘
致
す
る
こ
と
も
、
発
想
の
転
換
と
と
も
に 

視
野
に
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。 

○
安
心
生
活
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
つ
い
て 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
熟
年
者
が
増
加
す
る
中
で
、
安
否
確
認
は
大 

変
重
要
な
こ
と
で
す
。
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ 

イ
ン
事
業
者
と
の
連
携
強
化
を
要
望
し
ま
す
。 

○
児
童
虐
待
に
つ
い
て 

児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
増
加
を
続
け
、
痛
ま
し
い
事
件
も
な 

く
な
ら
な
い
状
況
で
す
。
社
会
全
体
と
し
て
も
早
急
に
取
り
組 

む
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
本
区
と
し
て
も
、
児
童
相
談 

所
等
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、
こ
の
問
題
に
積
極
的
に
取 

り
組
む
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。 

○
生
活
保
護
に
つ
い
て 

生
活
保
護
費
に
お
い
て
、
不
正
受
給
が
多
く
な
る
と
、
本
当
に 

保
護
が
必
要
な
人
ま
で
誤
解
を
招
く
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
公 

平
・
公
正
の
た
め
に
も
不
正
受
給
に
は
、
厳
正
な
対
応
を
要
望 

し
ま
す
。 

○
江
戸
川
区
住
宅
等
整
備
事
業
に
お
け
る
基
準
等
に
関
す
る
条 

例
に
つ
い
て 

同
条
例
、
第31

条
並
び
に
施
行
規
則
第25

条
に
つ
い
て
は
、
今 

後
増
加
す
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え
に
備
え
、
実
情
に 

合
わ
せ
て
改
正
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。 

○
自
転
車
走
行
環
境
の
整
備
に
つ
い
て 

ブ
ル
ー
レ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
自
転
車
走
行
環
境
の
整
備 

に
つ
い
て
は
、
区
民
の
皆
様
が
安
全
・
安
心
に
通
れ
る
よ
う 

更
な
る
工
夫
を
要
望
し
ま
す
。 

○
細
街
路
拡
幅
整
備
事
業
に
つ
い
て 

 

細
街
路
拡
幅
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
住
環
境
整 

備
の
観
点
か
ら
、
行
き
止
ま
り
先
に
公
共
施
設
の
な
い
私
道 

に
つ
い
て
も
助
成
の
対
象
と
な
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

○
ス
ー
パ
ー
堤
防
に
つ
い
て 

安
全
安
心
の
観
点
か
ら
ス
ー
パ
ー
堤
防
が
実
現
さ
れ
る
よ 

う
、
当
該
地
区
の
方
々
に
ご
理
解
を
得
る
よ
う
な
努
力
を
続 

け
る
と
共
に
、
実
現
に
向
け
て
、
国
へ
の
積
極
的
な
働
き
が 

け
を
要
望
し
ま
す
。 

○
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て 

学
力
テ
ス
ト
は
、
単
に
点
数
を
競
う
の
で
は
な
く
本
区
の
児 

童
、
生
徒
の
学
力
度
合
い
を
広
く
比
較
し
、
向
上
に
努
め
る 

事
に
利
用
す
る
た
め
に
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま 

す
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
実
施
す
べ
き
本
区
の
対
象
学
年 

の
児
童
、
生
徒
は
全
員
学
力
テ
ス
ト
受
け
る
こ
と
が
で
き
る 

よ
う
今
後
も
継
続
し
て
要
望
し
ま
す
。 

○
道
徳
教
育
に
つ
い
て 

 

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
日
本
の
伝
統
・
文
化
を
し
っ 

か
り
理
解
し
、
更
に
は
、
愛
国
心
を
養
う
よ
う
な
道
徳
教
育 

の
実
施
を
要
望
し
ま
す
。 

略歴 

  昭和４２年３月１３日 

  江戸川区一之江生まれ 
 

一之江小学校、松江第五中学校卒業 

東海大学付属浦安高等学校卒業 

東海大学文学部英文科卒業 

平成１２年 社団法人東京青年会議所 理事・政治行政室室長 

平成１５年 江戸川区議会議員初当選(現在3期目) 

平成23年 区議会自由民主党 幹事長 歴任 

現   在 文教委員会 委員長 

      街づくり・防災対策特別委員会 委員 

       

    一之江小 すくすくスクールの子供達へ 防災ヘルメットの配備を実現   

平成25年度予算編成に向けての具体的要望事項の一部  

東日本大震災以後、大地震に備えて児童の安全の

為に震災時にどのように対応するかが課題となっ

ておりました。すくすくスクールの会議に出席し

ていた私に対して、子供達の安全・安心の観点か

ら、防災ヘルメットを配備できないかという陳情

が一之江小すくすくスクールからありました。そ

こで地域の企業である(株)スイコウ様に寄附を依

頼したところ、地域貢献の一環として、子供用防

災ヘルメット一〇〇個を寄贈して頂きました。 

   防災ヘルメット贈呈式の様子 


